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www上で提供される膨大な情報に対して、検索支援のニーズが高まっている白しかし、現在の検

索システムの多くはそれぞれが収集した情報を個別にデータペース化しており、互換性は考えられ

ていない。このため検索システムの数だけ収集ロポットが作られるといった非効率性が指摘されて

いる。複数の検索システムの協調動作を実現するためには、収集した情報が持っさまざまな属性情

報{文書タイプ、言語その他)を取り出し、共通に利用できるようにすることが重要である。本稿で

は、 wwwで提供される文骨を対象とし、属性情報を抽出するためのフレームワークについて述べ

る。属性の抽出を文書タイプの識別、言語の識別をはじめとする幾つかの工程にわけ、著者らが開発

中の検索システム Ingridにおける実装について述べる。また各々の工程における技術的な問題点と

解決のためのアプローチを示す。

1 はじめに このような抽出情報{以下では属性情報と呼ぶりの

フォーマットとしては様々なものが提案されており
www上に存在する多種多様な情報に対する検索

[勾β][4](5)、例えば異なる検索システムの協調を念
のニ}ズが高まっている。すでに従来のデータベー

頭においた STAIRS[6]では Z39.50[7]で定義された
ス技術を応用したさまざまな検索システムが稼働し

属性情報の一部を SOIF[5]形式で取り扱う事を提案
ており[1]、広くサービスを提供している。

している白
一方、現状の検索システムには課題も多く残され ' 

ているo 検索の品質やユーザインターフェースに関

する課題の他、最も大きな課題の一つは、それぞれ

の検索システム間に互換性がなく、何種類もの情報

収集ロポットが同じ様な目的のために動作している

点である D

www上に存在する情報の内容は非常に多岐に渡

るため、これらを直接扱う場合、各検索システムの

インデクシング手法に深く結びついた処理にならざ

るを得ない。そこで、元の情報を直接扱う代わりに

最低限必要な情報だけを抽出し、検索対象とすれば

互換性を持たせる事ができるo
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しかしwww文書を対象とした属性情報の標準化

の動きは始まったばかりで、自動的に属性情報を取

り出すためのソフトウェアは少ない [8]0

本論文では、属性情報を自動的に抽出するための

基本的なフレームワークについて述べ、著者らが開

発中の検索システム Ingrid[9]における実装倒に基づ

き、段階を追って自動抽出の手法を議論する。

以下二章では既存のフレームワークと提案するフ

レームワークについて述べるo 三章では提案フレー

ムワークを細分化し幾つかの工程に分類し、実装例

にもとづく議論を行う。四章で各工程における技術

的な問題点と解決のための現状のアプローチについ

て述べ、五章で結ぴとするo

t通常mca血"と呼ばれるが、 mcadalaは画像や物理実験デー
タなどに対しでも使われるので、ここでは属性情報という宮講を
使った。
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2 属性情報抽出フレームワーク

インタネット上の情報を対象にした既存の情報抽

出システムとしては、米国コロラド大の Harvest[10]

で SOIFを自動生成するのに用いられたEssence[8]

が代表的なものであるo

図 1[8]に、Es回nceのプレームワークを示すo

図 1:Essen回におけるデータの流れ

Essenceのフレームワークは、各フェーズにおけ

るカスタマイズモジュールを容易に組み込めること

を特徴としており、文書タイプの認識ロV戸 R舵 08-

nition)、テキストなどのインデクス可能なファイル

の選択(Candi伽胞Sel舵 tion)、属性情報の抽出 (Sum-

図2:提案フレームワーク

これらの部分を導入することにより、次第に流通量

が増えつつある多言語で記述された情報や、 www
上の情報に特徴的な細分化されたファイ Jレ群をまと

めて扱うことが可能となる。以降、このフレームワー

クに基づく工程を願に述べる。

3 属性情報の抽出工程

本章では著者らが開発中の属性情報抽出プログラ

ムlogridPublisher[l1]を実装例とし、属性情報の抽

出を工程順に議論する。

marizing)の三段階にわかれている。図の町田en阻.tion

Unn関山gは阻rアーカイプやシェルアーカイプ、ディ 3.1 文書タイプ認識

レクトリ、圧縮ファイルなどをフラットなファイル 文書タイプ認識σypeRecognition)はEssenceと

集合に展開する操作を行う。 同様、原則としてファイル拡張子の名前づけ規則と

Esseoceのフレームワークはシンプルなため、実装

を行う場合の参照モデルとしては不足が見受けられ

る。例えば、エンコーデイングや言語の検出をどの

段階でやるか、HfML化されたオンラインマニュァ

ルのように、複数の小さなファイルが全体として構

造を持っている場合はどうするかなどである。これ

らの機能を図 1のCustomizedMe曲。也で対処すると、

さまざまな実装が現われて効率的でないロ

Unixの副eコマンドと同様な特定のテキストパター

ンに基づく推測を用いる。例えば、 .txtであれば可読

テキストであるとか、 Fromではじまり Received:や

Da旬:が行頭にあればメールであるといった推測であ

るo Ingrid Publisherが認識できる文書タイプは現在

12種類であり、Essenceのようにモジュールを追加

することで増やすことができる。

ただし、このような単純な手法ではうまくいかな

著者らが提案するフレームワークを図2に示す。従 い例として以下のものがある。

来との違いは、次の二点である。

-言語検出部(LanguageDetec加のの導入

言語の検出と言語依存部への振り分け

-フラグメント検出部 (FragmentCons刷 ction)の

導入

複数ファイルの関係情報の抽出

. HTMLだが、タグを取ると別のタイプ(例えば

メール)になるもの白

-メールだ-IJf、メッセージボディは別のタイプ(例

えばfITML)である。

現在の実装では、前者であればHTML、後者であれ

ばメールと判断されるが、 wwwロポットが収集する

-500-



情報には、前者に属するものが多い。このため HTML

については、タグを取った結果を再度タイプ認識プ

ロセスに渡し、必要に応じて属性情報を抽出する必

要がある。また後者については M1ME(12)ヘッダの

エントリを工夫する案[13]がある。

アーカイブ処理(Presen旬tionUnnes由回

A 
Parent link of A: none 

Parent Unk of B: A 

Parenl Unk of C: A， B 

Parenl Llnk af D: B 

図3:フラグメントの検出

この工程はEssenceと同様、 compr凶 Sやgzipで圧

縮された tarアーカイプを展開し、インデクス可能な

テキストファイルや PSファイルだけを抜き出す。抜

き出されたファイルから後の工程で抽出された属性
が望まれる。 TITAN[l4Jなど自動検出の試みもある

情報は最終的にマージされる。ただし、この処理に
が、まだ課題も多い。工程としては次のようになる。

よってアーカイプを普通のテキストファイルと同列

に扱う場合、閲覧時のインターフェイスを考慮する

必要がある。閲覧時に属性情報だけを見せる枠組み

がないと、オリジナルの閲覧をする度にアーカイプ

を転送しなくてはならなくなる。即ち、lITMLファ

イルを主体とする場合など、属性情報よりもオリジ

ナルの閲覧が重視されるような場合はアーカイプを

そのまま処理するのは適切でない。

フラグメント検出(F・ragmentC。郎truction)

エンコーディング検出

言語検出の前半はエンコーデイングの検出である。

ただしあらかじめ候補を絞り込まない限り、この段階

で決定的に検出できるエンコーデイングは少ない。こ

の場合は後半の言語検出部の助けが遣要である。例え

ばJISX 0208-1990のEUC圧縮フォーマット(主に日

本語}と KSC5ω1・1992の8bitコード(主に韓国語}

とGB2312・80の8bitコード(主に中国話}はどれも

www上の文書では、多数の小ファイ Jレが一群を Al・FEの領域のデータストリームであり、 ISO・2022

なして何らかの情報を伝えることが多い。オンライ のようなユニークなエスケープシーケンスに頼った

ンマニュアルや HTML化された教科書、メーリング 自動判別などはできない30 この場合、この段階では

リストのアーカイプ公開、など多くの例がある。こ Al・FEの領域にあるデータの比率から EUCエンコー

うしたファイル群は、個々のファイルを扱う他に、ー デイングであることが推測できるにすぎず、次の段

群としても扱えることが望ましい。 IngridPublisher 階で文字パターンの比較をし、たとえば「、 (AIA2)J
では、HfMLのリンク元をParentLinkという属性で ゃん (AIA3)Jが多いから日本務であろうと判断す

保存している20 ることになる。

例えば双方向リンクや、上位レベルへ戻るリンクを なお IngridPublisherの現在の実装では、エンコー

削除して図3のような関係があったとする。ParentUnk デイングの検出は外部コンパータ4に頼っている。

の属性があれば、あるキーワードで検索したときに

図のAから Dの4つがヒットしでも、 (ParentLinkの 言語検出

ない)Aから読み進めることができる。また、検索結

果の表示などに際して、 Aだけを表示するような制 エンコーデイングの検出が終わると、言語検出を

御ができる。

3.2 言語検出

行う。例えば、仮にエンコーデイング検出部でISO-

8859・1Latinlの文字セットがそのままのコードで使

われていると判断できたとしても、デンマーク語か

らスウェーデン語まで 14ヵ国で使われているため検

www上にはさまざまな言語の情報が存在するの 出が必須である。また、 IS0-2022-JPエンコーデイン

で、思想的には、これらを自動的に検出できる仕組み

2なお vcrsionO.1ではこの属性は人聞が指定する必要がある
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グで1ISX 0208・1983文字セットを使って中国語や、 キーワード抽出

ロシア語を記述する例もある50

Ingrid Publisherで用いている言語検出ルーチンは

図4に示す単純な方法である。

tnput Oata 

図4:雷簡の検出

St叩WOrtItable 

the engUsh 
that english 

la italian 
ital旭川

/e italian 

die german 
der german 
das german 

est french 
suls french 
e也sfrer叫B

即ち、あらかじめ雷語特有のストップワード(最

頻出語)数十語からなるリストを作っておき、段落ご

とに処理してマッチしたストップワード数を計数す

る。ストップワードが一つも現われなかった場合は、

UNKNOWNとして判断を保留し次の段落に進む。全

体を通じて判断できなかった場合はエラーとする。

実際の評価はまだ行なっていないが、エンコーデイ

ング候補を決めコーパス(品質のそろった文書集合}

を用いて冒語検出を行う方法や、 N-gramに基づく手

法(各単Z寄り先頭数文字、もしくは末尾散文字の出現

頼度をコーパスにより統計データ化し、判別に利用}

に比べると精度が落ちることカ吋旨摘されている[14]0

しかし、ある官蹄の NatlvcSpeakcrであれば数十荷

からなるストップワードのリストを作ることはコー

パスを作るよりも容易であるため、拡張性を重視す

る立場からストップワードによる実装を行った。

3.3 言語依存の処理

言語を検出したあとは、各々の冒語に応じた処理を

行う。言語に応じた処理は属性情報全体に関わるが、

ここで説明するのは主にキーワードの処理である。

5こうした例は今後多雷語環境が普及すればなくなるものと思
われる

lngrid Publisherでは、キーワード抽出に Salωn[16]

のぜ.idf法を使っている。まず適当な文書集合を使っ

て各単語の documentfrequency(df)を求めておく。入

力文書は単語に分解(日本語についてはJUMAN[l7]

を使用)され、その文書中での頻度(fennFrequency， 

めが計算される。その単語のdがもしあれば、その

逆数をぜにかけて重みとする。ぜ.id.f法自体は言語に

独立であるが、単語分解の手法と dを作るための文

書集合が言語依存であるため、キーワード抽出部は

言語ごとにモジュール化されている。このようにし

て酎算された重みの大きいものから 100程度のキー

ワードを抽出しておく。

揺らぎ処理

情報検索における検索漏れを少なくする (1悦a11率を

あげる)ために、得られたキーワードに対しさまざま

な処還を加える。我々の実装では、英語では蹴mming

の処理[161と、キャピタライズの対応を行い、日本

語では全角/半角の吸収と活用語尾の吸収を行って

いる。

最後に、 IngridPublisherが処理した結果(取り出し

た属性情報}の例を以下に挙げるoまた、各項目の説

明を付録に記述した。

1q・pubVoraI H'l'T・SOPTLAB・1.0ALPHA
1q-pubByl ah1m1zue1nqr1d.ar9 
1q-pubDato. Wed， 18 Sep 1996 06149155 GHT 
Iq-rooT1tlo. Ingr1d GlabAl Wob D1acovory (Japano5o) 
1q-reaDa包.0'Fr1， 6 Sop 1995 06101.41 GHT 
1q-rooLanguagol JApAneae 
1q・reaTypoI tox.包Ihtml
11)・reaParentL1nklhttplllwww.1ngrid.orql 
1q・resTemsl182 
11)・reaURLIhttplllwww.1ngr1d.org/1ndax・j.html
19・rDaBootTorm#120 
19・reoTermCamb.
i ht包plllwww.1ngr1d.orq/1nd蹴 ・j.htmllurll1nqr1d} 
{ 1nqr1d.orgldnodnqr1d } ( "w.ingdd.orgldns.1nqr1d ) 
( 1ngr1d 11 1nqr1o) 
i t資銀役索システム 11情報検公システム}
《プロジェクト 11プロジェクト) (広鎗 11広 縫 }
( 111曲 11嗣 b ) (スケーラピリテ.， 11スケーラピリテイ}
( japanoso 11 Japanoso ) 
{インフラストラクチ守 11インフラストラクチ守}
( global 11 Global ) ( d10c凹 ory11 Diocovory ) 
( li礎 11釜健){運用 11適用} (分倣 11分散}
{情報 11情線)(可飽 11町飽 11可飽な}
{目録 11目線) ( 環境 11環境) (研究 11研究}
{サーピス 11サーピス}
{アプリケーション 11アプリケーション) {倹*11倹*} 
{メイリングリスト 11メイリングリスト}
{研究プロジ孟タト 11 filf究プロジ孟クト}
tソフトウsア 11ソフトウ具T) (開発 11 問~ ) 
tリソース 11 リソース}
( 7リーソフトウェア 11フリーソフトウエア}
{ホワイト 11ホワイト) (コミュニティ 11コミュニテイ}
{叫t 11 N胃)(ゲーム日ゲーム}
tアナウンス 11.，ナウンス) ( engl1oh 11 Eng11sh ) 
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{イエローページ 11イエローページ}
{インタフェース/1インタフェース}
{ライプラリ 11ライブラリ}
{フィルタリング川フィルタリング) { api 11 API ) 
{ダウンロード 11ダウンロード. { lIIud 11削 D ) 

{ユーザ 11ユーザ} (プロトコル 11プロトコル}
{ページ 11ページ}
{ソフトウェア研究所 11ソフトウェア研究所}
{ トピック 11 トピフク) {検察エンジン 11検索エンジン}
{要旨 11要旨) ( 実践 11実験){公開 11公開}
{静 11I干しい 11鱒し< } {滞在 11浴 在 }
{追加 11追加) {忠告 11忠告} {薬師 11茶阿}
{項目 11項目} {利用 11刷用} {質問 11質問}
{会髭 11会話} { .加 11怠加) {段針 11段針}
{成長 11成 長 } {自身 11自身}{広告 11広告}
{文書 11文 書 }

Ig-realnitText: Ingrid Global Wob Discovery 
(JapanO!S8，・ Inqridl広鳩情線検昔前システム
NTTソフトウェア研究所
Inqrid研究プロジェクト 炎筒 (Englillh)のページ

Inqridプロジェタトは‘働組が広鍵に分倣している環線下で、
スターラピリテイを績なわずに遮m可簡な、情報倹煉システムの
インフラストラタチャを作り上げることを目線とした進健研究
プロジェタトです。

.ft.たちは、管さんが持っている weTリソースを、 Inqrldのインフラ
ストラクチャに追加して検索できるようにする、フリーソフトウL

アを&U十、研究、開発しています. ζのソフトウ.アは、プロトコル・
インタフ孟ース、 APIおよびそのヲイプラリが公開されているので、
Zngridのインフラストラクチ守舎利用したアプ... 

4 問題点と現状のアプローチ

前章の各フェーズにおける問題点と解決のための

フラグメント検出における問題

検索サービスの結果のうち最も好ましくないもの

の一つは、同じタイトルですこしづっ内容が違うも

のが並ぶような場合であるo このためフラグメント

の問題は重要である白しかし、あるファイル群をま

とめて扱うべきかどうかは内容に絡む問題であるた

め、完全に自動化することは難しい。

現状のアプローチは、以下のような判断基準を導

入してフラグメント検出を行うというものである。

-同一サイト内のリンク

• URLの深さの差が lレベル以内

-先頭の数単語が共通

この判断基準は、経験的にオンラインマニュアル

によく用いられるフォーマットに基づいている。例

えばLaTeX2HTML[l8]で変換されたファイル群に適

用できる。

アブローチについて述べる。言語依存の処理におけ言語検出における問題

る諸問題は自然言語処理の分野で研究が続けられて

いるものと共通であるのでここでは触れない。

文書タイプ認識における問題

文書タイプの認識における問題点は、ある文書タ

イプのフォーマットが他の文書タイプを内包する場

合の検出である。

現在のアプローチには、 MIMEのConlent-lypeヘッ

ダや Multipartがある。しかし MIMEヘッダは一つ

のファイルに複数のタイプを含めることはできても、

一つのタイプが実は他の情報を包むのに使われてい

る場合には対処できない。

したがって、 3章で例外にあげたような、 HTMLで

マークアップされたメールメッセージなどについて

はMIMEだけに頼らず、独自に対応する必要がある。

例えば入カストリームの文書タイプ候補をヒント情

報としてあらかじめ設定ファイルに持たせる手法や、

HTMLのコメント部にマークアップする前の情報を

置き、属性情報はそこから取り出すといった手法が

ある九

言語検出における問題は、特に短い文書において

自動検出が難しい点である白このため現状では、入

カストリームにおける言語の候補を絞る手法(14]を

とるのが一般的である。

www上の文書を対象とした雷語検出のためのア

プローチは、プロトコルと HTMLの両面から進めら

れているoIfπPl.l [19]では Content-Languageヘッ

ダを使ってサーパ側で雷蹄の指示ができるようにな

り、 A∞ept.・Languageリクエストヘッダで特定の言語

を指定してサーパにリクエストできるようになった。

またHfML-II8Nのdraft[20]では、クライアント

側の参照モデルに触れているo このモデルでは、サー

バがlfITPl.lのContent-Languageヘッダをつけない

場合、ファイ Jレ中の<HEAD><lHEAD>内に記述する

<META HITP-EQUIV = "Co蹴 nt・Typc"CONTENT = 
Tlex仙回I; charset = IS0-2022-JP">という記述でこ

れを補い、これもなければ、クライアントが表示に

使っているデフォルトのエンコーデイングと冒語を

用いる提案がされている。これらの提案の実装と普

及古特たれる。なお実装例はロ1]にある。

6MIMEのレベルでEmbcddcd吋 pcとかRcal-Contcnt-typcの梯 なヘッダを定義できれば、すっきりと解決できる可能性がある。
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5 終わりに

本論文では、 wwwで提供される情報を対象とす

る検索システムの聞で共通に利用可能な属性情報抽

出を目的として、抽出のためのフレームワークと実

装例について述べた。また、属性情報の抽出におけ

る現状の問題点とアブローチを整理した。

本稿で述べたようなソフトウェアは、多くのコン

ポーネントからなる複雑なものになりがちである。紹

介した実装では、各工程それぞれにおいて改良すべ

き点が数多く残されているが、冒婿に独立な部分と

言語に依存する部分を分離し、他の雷語モジューJレ

を容易に追加できるようにしたことが大きな特徴と

なっている。
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付録:IngridResource Profile Entries 

本論文で述べた属性情報を Resource針。file(RP)と

呼んでいる。ここでは、その項目について述べる。な

おデータのエンコーデイングには Mule内部コードを

採用している。

Ig-pubVers 
Ig-pubBy 

Ig-pubDate 

e
 

o
b
 

仰

向

山

間

回

目

F
B
o
b
a
-

Ig-問 sType
18・同sParentLink

Ig・問sTenns
Ig-resURL 
Ig-resBestTenns 
Ig-resTennComb 

Ig・問slnitTexl

RPを存ったソフトウェアの ID
RPを作った人の連絡先{メールアドレス

など)
RPを作った日付:書式は RFC822と

ほほ閉じだが、西暦に4桁使い、時間
帯は GMTに統一する。
リソースのタイトル
リソースの日付:書式は pubDatcと同じ。
リソースの言語:150639の

英語による言語表現の正式名
リソースのタイプ。表現はMlME準拠
IIT阻 d の場合のみ使用、リンク元の

URLを保持
リソースに含まれる単簡数
リソースの URL
特に重みの大きい単帽の数
抽出した単語:書式は Itenn I 11 term2 f 
のように、単語の揺らぎをひとまとまり

にする。
リソースの出だし.上限 lKB
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